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概　　　要

　本研究は，幼稚園教諭・保育士養成課程における音楽教育の特徴とその効果を明らかにし，修業期間において本当に音
楽的な能力が向上しているのか，３年制短期大学のピアノ演奏力に着目してその教育成果を確認することを目的とした．
　まず前者について，ピアノ演奏に関連する音楽教育の単位数においては，２年制および３年制短期大学と４年制大学と
の間に大差はなかったが，授業回数においては，４年制大学より２年制短期大学の方が多く，３年制短期大学は２年制短
期大学と同様に，ピアノ演奏力の向上に重点を置いた教育課程であることが分かった．次に後者について，３年制Ａ短期
大学学生の入学時と卒業時のピアノレベルを調査した結果，統計的にピアノ演奏力が向上していることが明らかとなっ
た．加えて，卒業時には，全体の29.6ｵの学生が幼稚園教諭や保育士として，新規の歌唱曲に出会っても対応することが
できるピアノレベルに達していることが分かった．

１. 緒　　　言

　本研究は，幼稚園教諭及び保育士を養成する施設に
おける音楽教育について検討し，より高い音楽的な能
力を身に付けた保育者の育成を目指すものである．
　幼稚園教諭あるいは保育士養成は，一般に，２年制
及び４年制の大学，短期大学，専門学校で行われてお
り，幼稚園教諭と保育士の資格を取得できるが，３年
制短期大学の形態をとる保育者養成校は全国的にも珍
しい1,2)．本論で取り上げる３年制A短期大学（以下，
「A短期大学」と略す．）は，通常の保育に加えて病
児・発達障害児をその対象に含め，あらゆる子どもの

ための保育を実践できる人材の育成を教育理念として
いる．その理念の実現には医療の知識の修得が必須と
なるため，修業年限は３年間と通常の２年制短期大学
よりも１年間長く設定されている． 
　保育士資格は修業年数に関係なく，例えば，２年制
あるいは３年制の短期大学を修了しても，４年制の大
学を修了しても同一資格である．これに対し幼稚園教
諭免許状は，専修免許状，一種免許状，二種免許状に
分かれており，その基礎資格についても，専修免許状
は修士の学位を有すること，一種免許状は学士の学位
を有すること，二種免許状は短期大学士の学位を有す
ることと異なっている3)．すなわち，２年制あるいは
３年制短期大学と４年制大学のどちらを修了するかに
よって，その修めている内容は異なり，取得できる幼
稚園教諭の免許状も異なってくるのである．
　他方，幼稚園・保育所で勤務する者に求められるも
のの１つに，音楽的な能力注１）を挙げることができる．
周知の通り，公立・私立の設置主体の別を問わず，就
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職試験において音楽に関する課題を課している地方自
治体・幼稚園・保育所が多数存在する．この事実から
も，幼稚園教諭及び保育士には音楽的な能力が求めら
れていると言えよう．高い音楽的な能力を身に付けた
保育者を社会に輩出するためには，幼稚園教諭及び保
育士を養成する施設に，それぞれの修業年限や教育理
念に応じた教育課程を設定し，効果的な音楽教育を施
す体制を整える必要がある．また，設定された教育課
程に基づき実践された音楽教育がどのような成果を示
したのか，検証する必要性があると考える．
　保育者養成課程における音楽教育の先行研究を概観
すると，音楽教育に関連する科目の内容について検討
したものがあり4,5)，これらは，幼稚園教育要領および
保育所保育指針との関連性や具体的な授業内容に言及
しているものの，先述の修業年限や教育理念に応じた
具体的な教育課程の比較，検討を行っている研究はな
い．また，保育科学生の入学時までのピアノ経験やピ
アノの演奏レベルについて調査した研究6,7)はあるが，
入学時と卒業時を同様の基準で測定・比較する研究は
なされていない．加えて，先述の研究はいずれも２年
ないしは４年の修業年限の保育者養成校を対象にした
ものであり，３年制短期大学の教育課程や教育成果に
関する検証は実施されていない．
　そこで本論では，研究Ⅰとして，幼稚園教諭・保育
士養成課程における音楽教育の特徴とその効果を明ら
かにし，今後の保育者養成課程における音楽教育につ
いて検討する際の基礎資料を作成する．具体的には，
まず幼稚園教諭及び保育士の養成課程が存在する２年
制及び３年制短期大学と４年制大学との教育課程の比
較を通じて，それぞれの音楽教育の概観を示す．そし
て，研究Ⅱで，Ａ短期大学を３年制短期大学の１つの
例として取り上げ，修業年限において本当に音楽的な
能力が向上しているのか，ピアノ演奏力に着目してそ
の教育成果を確認する．

２. 研究Ⅰ：保育者養成における音楽教育の特徴

　Ａ短期大学は中国地方に位置し，幼稚園教諭二種免
許状及び保育士資格を取得することができる．Ａ短期
大学が位置する地域には，当該校の他に，幼稚園教諭
一種免許状と保育士資格を取得することができる４年
制大学が９校（国公立２校，私立７校），幼稚園教諭二
種免許状と保育士資格を取得することができる２年生
短期大学が７校（国公立２校，私立５校）が設置され
ている．またこれら養成校は，それぞれの教育の独自

性を担保しつつ，保育実習のミニマムスタンダードを
作成している8)．
　本論では，地域性など他の要因からの影響をできる
限り小さくするため，一定の地域に存在する短期大学
及び大学を対象とすることが望ましいと考えられる．
そこでＡ短期大学が位置する地域に存在する大学の中
から，２年制短期大学を３校（国公立１校，私立２
校），４年制大学を３校（国公立１校，私立２校）抽出
した．その際，同一法人が設置する２年制短期大学と
４年制大学については，教育理念が共通していること
が予想されるため，対象に含める際にはいずれか一方
のみとなるよう配慮して，偏りを避けた．
　本論で扱う音楽教育の内容として，幼稚園教諭免許
状を取得するために必要な「教科に関する科目」に位
置づけられているものと，保育士の資格を取得するた
めに必要な「保育の表現技術」に位置づけられている
科目の内容を主な分析対象とした．また，本論の後半
では，修業期間における音楽的な能力の向上をピアノ
演奏力に着目して分析するため，上記の科目に加えピ
アノ演奏力の向上に寄与すると考えられる「音楽理論」
「ソルフェージュ」「合奏」を含む科目を分析の対象に
含めた注２）．具体的には，それらの科目の多くは，幼稚
園教諭免許状を取得するために必要な「教職に関する
科目」の内「教育課程及び指導法に関する科目」に含
まれる「保育内容」に位置づけられている科目，及び
保育士の資格を取得するために必要な「保育の内容・
方法に関する科目」に含まれるものであった．一部，
教養教育において「音楽理論」に関する科目を設置し
ている大学もあった．
　それぞれの大学のホームページ上から，学則・シラ
バス等を確認し，上記の音楽教育に関する単位数，授
業回数をまとめたものが表１・２である注３）．また，修
業年限別に，それぞれの音楽教育の内容や開講時期，
必修・選択の別等をまとめたものが，表３～５である．
　ピアノ演奏に関連する単位数においては，音楽教育
に力を入れているＧ大学を除いて，２年制短期大学と
４年制大学との間に大差はなかった．しかし授業回数
においては，４年制大学は２年制短期大学よりも少な
い回数しか授業が開設されていなかった．これはピア
ノの授業回数の差ではなく，その他の「音楽理論」「ソ
ルフェージュ」「合奏」を含む科目の授業回数の差であ
った．４年制大学よりも２年制短期大学の方が，ピア
ノ演奏力の向上を目指した教育課程の構成と言えよ
う．Ａ短期大学は単位数は若干少ないものの，授業回
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数においては，他の２年制短期大学とほぼ同様であっ
た．これは，ピアノ演奏及び弾き歌いに関する科目が
１単位で通年30回の授業が開講されていることによる
ものである．
　音楽教育の内容に目を向けると，全ての大学におい
てピアノ演奏及び弾き歌いに関する科目が，教育課程
に位置づけられていた．Ａ短期大学においては，これ
らの科目を全て必修として位置づけ，個人レッスンに
よる授業を展開している．これに対し，他の２年制短
期大学及び４年制大学においては，ピアノ演奏及び弾
き歌いに関する科目には選択科目が含まれていた．こ
れらのことから，Ａ短期大学はピアノ演奏力の向上に
重点を置いた教育課程と言えよう．
　「音楽理論」「ソルフェージュ」に関する内容を教授
している大学においては，教育課程の早い段階に位置
づけている大学が多かった．これは，予想した通り，
ピアノ演奏及び弾き歌いに関する科目への教育効果の
波及を考慮したものと考えられる．

３ . 研究Ⅱ：３年制短期大学における音楽教育の
評価

３.１　問題と目的
　続いて，Ａ短期大学における学生のピアノ演奏力に
着目し，その教育成果を確認する．先行研究では，３

年生短期大学についての音楽教育の成果に関する検証
はなされていないため，研究ⅡではＡ短期大学をモデ
ルとし，その実態とこれからの音楽教育の示唆を得た
い．
３.２　方　　法
３.２.１　調査対象者および調査時期
　本研究の調査対象者は，Ａ短期大学の保育者を養成
する学科に2011年度入学した78名のうち，３年間の修
業年限で卒業した71名（男性１名，女性70名）である．
まず，入学した2011年の４月に行われた１回目の授業
の際，その時点での学生のピアノレベルを調査した．
そして，卒業年次に当たる2013年の12月に行われるピ
アノ卒業演奏会で学生が演奏する曲目から，学生のピ
アノレベルを再調査した．なお，ピアノレベル調査の
際，学生には得られたデータが教育および研究以外の
目的に使用されることがないこと，個人が特定される
ことはないことを説明し，了承を得た上で実施した．
３.２.２　手続および分析方法
　ピアノに関する授業はピアノ教本をもとに進められ
る．Ａ短期大学では，全音楽譜出版社のピアノ教本「バ
イエル教則本」「ブルグミュラー25の練習曲」「ソナチ
ネアルバム」「ソナタアルバム」を使用している．これ
らのピアノ教本はそれぞれ難易度が異なり，学生のレ
ッスンは入学時点でのピアノの力量に見合ったピアノ

表１　保育者養成校におけるピアノ関連授業の単位数

２　年　制 ３年制 ４　年　制

Ｂ短期大学 Ｃ短期大学 Ｄ短期大学 Ａ短期大学 Ｅ大学 Ｆ大学 Ｇ大学

ピ
ア
ノ

必 修 2 2 2 3 1 2  3

選 択 2 2 2 0 2 2  7

ピアノ計 4 4 4 3 3 4 10

そ
の
他

必 修 2 1 3 2 4 2  1

選 択 2 2 1 0 0 0  5

その他計 4 3 4 2 4 2  6

合　　計 8 7 8 5 7 6 16

表２　保育者養成校におけるピアノ関連授業の授業回数

２　年　制 ３年制 ４　年　制

Ｂ短期大学 Ｃ短期大学 Ｄ短期大学 Ａ短期大学 Ｅ大学 Ｆ大学 Ｇ大学

ピアノ授業回数  60  60  60  90 45 60 150

その他授業回数  60  45  60  30 30 30  90

合　　計 120 105 120 120 75 90 240
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操
作
お
よ
び
演

奏
法
の
習
得

⑶
個
人
レ
ッ
ス
ン
に
よ
る
高
次
な
内

容
を
取
り
入
れ
た
ピ
ア
ノ
演
奏
法

○
テ
キ
ス
ト
：「
明
日
へ
歌
う
継
ぐ

日
本
の
子
ど
も
の
歌
」

【
Ｂ
：
そ
の
他
②
】

（
選
択
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
子
ど
も
の
歌
・
独
唱
曲
・
合
唱

○
テ
キ
ス
ト
：「
明
日
へ
歌
う
継
ぐ

日
本
の
子
ど
も
の
歌
」「
こ
ど
も
の
う

た
12
カ
月
」

【
Ｃ
：
ピ
ア
ノ
③
】

（
必
修
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
ピ
ア
ノ
①
と
同
じ
形
態

○
テ
キ
ス
ト
：「
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
」

「
ソ
ナ
チ
ネ
」「
保
育
ソ
ン
グ
」「
こ

ど
も
の
う
た
20
0」

【
Ｃ
：
そ
の
他
③
】

（
選
択
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
発
声
法
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ

○
弾
き
歌
い
課
題
曲
の
歌
唱

○
テ
キ
ス
ト
：「
声
楽
教
本
」「
保
育

ソ
ン
グ
90
」「
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ
ン
ゲ

ン
」

【
Ｄ
：
ピ
ア
ノ
②
】

（
選
択
・
２
年
通
年
30
回
・
２
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
ピ
ア
ノ
①
と
同
じ
形
態

○
弾
き
歌
い
中
心

○
テ
キ
ス
ト
：「
Pi
an
o 
Le
ss
on
60
」

「
こ
ど
も
の
う
た
20
0」
「
続
こ
ど
も

の
う
た
20
0」

【
Ｄ
：
そ
の
他
③
】〈
保
育
内
容
〉

（
選
択
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
合
奏

○
打
楽
器
を
使
っ
て

○
合
奏
指
揮
法

○
編
曲

○
テ
キ
ス
ト
：「
保
護
者
の
た
め
の

リ
ズ
ム
遊
び
」

後 　 　 期

【
Ｂ
：
そ
の
他
③
】

（
選
択
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
合
奏

○
器
楽
合
奏
・
音
楽
療
法
・
楽
譜
作

成 ○
テ
キ
ス
ト
：「
楽
器
奏
法
の
基
礎

指
導
」

【
Ｃ
：
ピ
ア
ノ
④
】

（
必
修
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
ピ
ア
ノ
①
と
同
じ
形
態

○
テ
キ
ス
ト
：「
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
」

「
ソ
ナ
チ
ネ
」「
保
育
ソ
ン
グ
90
」

「
こ
ど
も
の
う
た
20
0」

【
Ｄ
：
そ
の
他
④
】

（
必
修
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
童
謡
曲

○
テ
キ
ス
ト
：「
こ
ど
も
の
う
た

20
0」
「
続
こ
ど
も
の
う
た
20
0」

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
及
び
保
育
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
「
保
育
の
表
現
技
術
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
科
目
以
外
の
も
の
に
は
，
＜
保
育
内
容
＞
＜
教
養
教
育
＞
と
そ

の
区
別
を
示
し
た
．
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表
４
　
４
年
制
大
学
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
内
容

Ｅ
　
大
　
学

Ｆ
　
大
　
学

Ｇ
　
大
　
学

学
年
進
行

ピ
　
ア
　
ノ

そ
　
の
　
他

ピ
　
ア
　
ノ

そ
　
の
　
他
　

ピ
　
ア
　
ノ

そ
　
の
　
他

１ 　 　 年

前 　 　 期

【
Ｆ
：
そ
の
他
①
】

（
必
修
・
１
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
発
声
法
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
子

ど
も
の
う
た

○
テ
キ
ス
ト
：「
歌
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」

「
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ
ン
ゲ
ン
」

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
①
】

（
必
修
・
１
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
テ
キ
ス
ト
：「
教
職
課
程
の
た
め

の
大
学
ピ
ア
ノ
教
本
」

【
Ｇ
：
そ
の
他
①
】

（
選
択
・
１
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
音
楽
理
論
・
声
楽

○
新
曲
視
唱

○
テ
キ
ス
ト
：「
お
ん
が
く
の
し
く

み
」「
心
を
育
く
む
子
ど
も
の
う
た
」

後 　 　 期

【
Ｅ
：
そ
の
他
①
】

（
必
修
・
１
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
発
声
法
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
独

唱
・
重
唱
・
合
唱
・
指
揮
法

○
記
譜
法
・
楽
譜

○
テ
キ
ス
ト
：「
声
楽
指
導
教
本
」

【
Ｆ
：
ピ
ア
ノ
①
】

（
必
修
・
１
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
音
楽
理
論
・
伴
奏
付
け

○
テ
キ
ス
ト
：「
お
ん
が
く
の
し
く

み
」「
バ
イ
エ
ル
」
等

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
②
】

（
必
修
・
１
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
テ
キ
ス
ト
：「
教
職
課
程
の
た
め

の
大
学
ピ
ア
ノ
教
本
」

【
Ｇ
：
そ
の
他
②
】

（
選
択
・
１
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
音
楽
理
論
・
声
楽

○
新
曲
視
唱

○
テ
キ
ス
ト
：「
お
ん
が
く
の
し
く

み
」「
心
を
育
く
む
子
ど
も
の
う
た
」

２ 　 　 年

前 　 　 期

【
Ｅ
：
ピ
ア
ノ
①
】

（
必
修
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
テ
キ
ス
ト
：「
バ
イ
エ
ル
」「
ブ
ル

グ
ミ
ュ
ラ
ー
」「
ソ
ナ
チ
ネ
」

【
Ｅ
：
そ
の
他
②
】
＜
保
育
内
容
＞

（
必
修
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
合
奏

○
編
曲
・
指
導
法

○
楽
器
遊
び
の
教
材
研
究

○
テ
キ
ス
ト
：「
歌
う
」「
弾
く
」「
表

現
す
る
保
育
者
に
な
ろ
う
」

【
Ｆ
：
ピ
ア
ノ
②
】

（
必
修
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
音
楽
理
論
・
伴
奏
付
け

○
テ
キ
ス
ト
：「
お
ん
が
く
の
し
く

み
」「
バ
イ
エ
ル
」「
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ

ー
」「
ソ
ナ
チ
ネ
」
等

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
③
】

（
選
択
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
④
】

（
必
修
・
２
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
弾
き
歌
い

後 　 　 期

【
Ｅ
：
ピ
ア
ノ
②
】

（
選
択
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
テ
キ
ス
ト
：「
バ
イ
エ
ル
」「
ブ
ル

グ
ミ
ュ
ラ
ー
」「
ソ
ナ
チ
ネ
」

【
Ｆ
：
そ
の
他
②
】

（
必
修
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

○
発
声
法
・
重
唱
・
合
唱

○
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
オ
ペ
レ
ッ
タ

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
⑤
】

（
選
択
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｆ
：
ピ
ア
ノ
⑥
】

（
選
択
・
２
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
弾
き
歌
い

３ 　 　 年

前 　 　 期

【
Ｅ
：
ピ
ア
ノ
③
】

（
選
択
・
３
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
弾
き
歌
い

○
グ
ル
ー
プ
又
は
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
テ
キ
ス
ト
：「
こ
ど
も
の
う
た

20
0」
「
続
こ
ど
も
の
う
た
20
0」

【
Ｆ
：
ピ
ア
ノ
③
】

（
選
択
・
３
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
音
楽
史
の
理
解

○
テ
キ
ス
ト
：
進
度
に
よ
る

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
⑦
】

（
選
択
・
３
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｇ
：
そ
の
他
③
】

（
選
択
・
３
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

後 　 　 期

【
Ｆ
：
ピ
ア
ノ
④
】

（
選
択
・
３
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い

○
個
人
レ
ッ
ス
ン

○
連
弾

○
テ
キ
ス
ト
：
進
度
に
よ
る

【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
⑧
】

（
選
択
・
３
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｇ
：
そ
の
他
④
】

（
選
択
・
３
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

４ 　 　 年

前 期
【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
⑨
】

（
選
択
・
４
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｇ
：
そ
の
他
⑤
】

（
選
択
・
４
年
前
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

後 期
【
Ｇ
：
ピ
ア
ノ
⑩
】

（
選
択
・
４
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
ピ
ア
ノ

【
Ｇ
：
そ
の
他
⑥
】

（
選
択
・
４
年
後
期
15
回
・
１
単
位
）

◆
授
業
内
容
：
声
楽

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
及
び
保
育
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
「
保
育
の
表
現
技
術
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
科
目
以
外
の
も
の
に
は
，
＜
保
育
内
容
＞
＜
教
養
教
育
＞
と
そ

の
区
別
を
示
し
た
．
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教本から開始される．本論では，ピアノに関する授業
関係者２名（うち１名は筆頭著者，もう１名は共著者）
の合議の下，ピアノ教本の難易度（以下，「ピアノレベ
ル」とする）を10段階に分類した（表６）．
　分析に伴うデータ入力および統計処理には，
Microsoft 社の Excel 2010を使用した．

３.３　結　　果
　まず，全学生を対象に，入学時のピアノレベルの平
均値（M＝3.42, SD＝2.33）と卒業時のピアノレベル
の平均値（M＝6.28, SD＝2.10）を求めた．そして，
それらの差が統計的に有意かどうか確かめるために，
有意水準５ｵで両側検定の対応のある t検定を行った

0

1

2

3

4

5

6

7

ピ
ア
ノ
レ
ベ
ル

入学時 卒業時

3.42

6.28

図１　入学時と卒業時のピアノレベルの平均値

表５　３年制Ａ短期大学における音楽教育の内容

Ａ　　短　　期　　大　　学

学年進行 ピ　　ア　　ノ そ　　の　　他

１
　
　
　
　
年

前
　
　
期

【A：ピアノ①】
（必修・１年通年30回・１単位）
◆授業内容：ピアノ
○個人レッスン
○テキスト：「ハノン」「バイエル」「ブルグミュラー」「ソナチ
ネ」「ソナタ」各人の進度にそって選定

【Ａ：その他①】 
（必修・１年前期15回・１単位）
◆授業内容：音楽理論・声楽
○発声法・子どもの歌・合唱
○テキスト：「はじめての楽譜」「保育の四季 幼児の歌110曲集」

後
　
　
期

【Ａ：その他②】〈保育内容〉
（必修・１年後期15回・１単位）
◆授業内容：合奏
○保育教材への音楽付け・コード進行による伴奏付け
○テキスト：「コードを覚えてピアノを弾こう」「保育の四季 幼
児の歌110曲集」

２
　
　
年

前
　
期

【Ａ：ピアノ②】
（必修・２年通年30回・１単位）
◆授業内容：弾き歌い・ピアノ
○個人レッスン
○テキスト：「保育の四季 幼児の歌110曲集」「ハノン」「ブルグ
ミュラー」「ソナチネ」「ソナタ」各人の進度にそって選定

後
　
期

３
　
　
年

前
　
期

【Ａ：ピアノ③】
（必修・３年通年30回・１単位）
◆授業内容：ピアノ・弾き歌い
○個人レッスン
○テキスト：「ハノン」「ブルグミュラー」「ソナチネ」「ソナタ」
「保育の四季 幼児の歌110曲集」各人の進度にそって選定

後
　
期

表６　ピアノレベル一覧

教　　本※１ 番　　号 難易度※３

バイエルＡ ３～43番 １

バイエルＢ 44～79番 ２

バイエルＣ 80～104番 ３

ブルグミュラーＡ １～13番 ４

ブルグミュラーＢ 14～25番 ５

ソナチネＡ ７・４・８・１・９番※２ ６

ソナチネＢ 10・６・５・17・12・11番※２ ７

ソナタＡ １・２・３・６・12番※２ ８

ソナタＢ ７・８・９番※２ ９

他ソナタ・ロマン派作品 10

※１　教本名の横のアルファベットは，著者が独自に表記した．
※２　 「ソナチネＡ」「ソナチネＢ」「ソナタＡ」「ソナタＢ」の番号

は，授業で取り組む番号を難易度の低いものから表記してい
る．

※３　数字が大きいほど，難易度も高い．

表７　入学時と卒業時のピアノレベルの平均値のｔ検定の結果

平 均 値
（n＝71）

標準偏差
（n＝71） t 値

入学時 3.42 2.33
17.12※

卒業時 6.28 2.10
※p<.01
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ところ，入学時と卒業時のピアノレベルの平均値の差
が有意（t(70)＝17.12, p<.01）であることが分かった
（表７，図１参照）．次に，全体的な学生のピアノレベ
ルの状況を把握するために，学生の入学時と卒業時の
ピアノレベルの度数をヒストグラムに示した（図２）．

入学時には学生全体の約半数（52.1ｵ）がピアノレベ
ル１～３の段階であったが，卒業時にそのピアノレベ
ルの学生は一人もおらず，全員がピアノレベル４以上
に位置していることが明らかとなった．卒業時のピア
ノレベルを概観すると，ピアノレベル４～５に位置す
る学生（全体の50.7ｵ）とピアノレベル６以上の学生
（全体の49.3ｵ）の２群に分布していた．
　図２を詳細に分析するために，入学時のピアノレベ
ルのヒストグラムの人数分布から３群に分け，それぞ
れ初心者群37名（レベル１～３），初級者群17名（レベ
ル４），中級者以上群17名（レベル５～10）とした．各
群で入学時のピアノレベルの平均値と卒業時のピアノ
レベルの平均値を比較するため，有意水準５ｵで両側
検定の対応のある t検定を行った結果，初心者群
（t(36)＝17.42, p<.01），初級者群（t(16)＝ 6.61, 
p<.01），中級者以上群（t(16)＝6.54, p<.01）で，い
ずれの群も入学時よりも卒業時のピアノレベルが有意
に高く，初心者群の伸び率が最も高かった（表８，図
３）．一方で，初心者群（M＝1.59, SD＝0.72）の入
学時および中級者以上群（M＝8.88, SD＝1.32）の卒
業時のピアノレベルでは，床効果と天井効果が見られ
た．

３.４　考　　察
　研究Ⅱの目的は，Ａ短期大学をモデルとした３年生
短期大学の音楽教育の教育成果を確認し，その実態と
今後の音楽教育の示唆を得ることであった．まず，図
２のヒストグラムから分かるとおり，入学時にはピア
ノレベル１～３の学生が約半数を占めていたが，卒業
時には全員ピアノレベル４以上に向上していたこと
は，Ａ短期大学の音楽教育の成果の１つであると言え
よう．また，全学生を対象とした分析では，入学時の
ピアノレベルよりも卒業時のピアノレベルの方が統計
的に高いことが明らかとなった他，初心者群，初級者
群，中級者以上群の各群においても，入学時のピアノ
レベルより卒業時のピアノレベルが高く，３年間の音
楽教育によるピアノレベルの向上が証明された．一方
で，初心者群の入学時と中級者以上群の卒業時のピア
ノレベルの床効果および天井効果は，ピアノレベル１
に関しては初心者を含めていること，ピアノレベル10
に関しては「他ソナタ・ロマン派作品」を一括りにし
て分析をしたために生じたと考えられる．より正確な
ピアノレベルの把握のために，ピアノレベル１および
10の内容を細分化していく必要性について今後検討し
ていかなければならない．
　次に，ピアノ教本のレベルと乳幼児教育で弾き歌い
を行う様々な歌唱曲のピアノレベルの照合について，

表８　 各群における入学時と卒業時のピアノレベルの平均値のｔ検
定の結果

平 均 値 標準偏差
ｔ値

入学時 卒業時 入学時 卒業時

初心者群（n＝37） 1.59 4.89 0.72 1.13 17.42※

初級者群（n＝17） 4.00 6.71 0 1.69 6.61※

中級者以上群（n＝17） 6.82 8.88 1.47 1.32 6.54※

※p<.01
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ピアノに関する授業関係者２名（うち１名は筆頭著者，
もう１名は共著者）の合議の下，「乳幼児の様々な歌唱
曲を１人で練習し，弾き歌いを行うことができるピア
ノレベル」をピアノレベル８以上に設定した．その結
果，入学時に５名（全体の7.0ｵ）であったのが卒業時
には21名となっており，全体の29.6ｵの学生が幼稚園
教諭や保育士として，新規の歌唱曲に出会っても対応
することができるピアノレベルに達していることが分
かった．また，残りの７割の学生は初級者群（ピアノ
レベル４）以上のピアノ演奏力を有しているため，新
規の歌唱曲に取り組む基礎は身に付けてはいるが，さ
らなる向上が必要となる層を意味する．ピアノ演奏力
の向上には練習が必要であると同時に，それを継続し
ていることが重要であるため，ある程度の時間が必要
になることが予測される．また，これには修業年限と
なる養成期間と授業回数が大きな影響を与えると考え
られる．

４. 総 合 考 察

　研究Ⅰにおいて，今回の調査対象となった２年制短
期大学と４年制大学の比較の結果，２年制短期大学の
方が４年制大学よりもピアノ演奏力の向上に力点を置
いている教育課程であることが明らかとなった．また，
その中で，３年制短期大学のモデルとしたＡ短期大学
は２年制短期大学に近い音楽教育を実施していること
も明らかとなった．しかし，音楽教育に関連する科目
の必修・選択の別，手厚い音楽教育を実施する教育理
念（Ｇ大学）などにより，学生に提供される音楽教育
の内容にある程度の幅が生じることも示唆された．今
後は，他の地域に所属する保育者養成校の音楽教育に
関連する教育課程を比較検討していく必要があると考
える．
　研究Ⅱでは，３年制短期大学であるＡ短期大学に焦
点を当て，音楽教育の成果の実態を調査した．その際，
学生のピアノ演奏力を客観的に把握するピアノレベル
を設定し，入学時と卒業時の比較を通して，ピアノ演
奏力の向上を明らかにすることができた．一方で，こ
れらの結果を，２年制短期大学あるいは４年制大学の
学生と調査比較するまでには至っていない．他養成校
の養成期間と授業回数，ピアノレベルの比較から，今
回得られたピアノレベルの調査結果の数値が高いの
か，あるいは低いのかの検証は，今後の課題としてい
きたい．
　最後に，本論は数ある音楽教育の中でもピアノ演奏

に限定し，そのピアノレベルに着目して論を展開して
きた．言うまでもなく，ピアノを通した音楽教育にお
いて，ピアノ演奏力の向上は必須事項であると考える．
一方で，保育者養成校は保育者を養成するのであって，
ピアノ演奏家を養成するわけではない．保育者として
の音楽教育の力量は，先行研究9)が指摘する通り，機
械的で運動としての技術の熟達のみに偏ったピアノ指
導ではなく，歌う，演奏する，指導する，合図を送る
など，様々な事柄を同時に行う保育現場独自の複合的
な作業であると言える．そのため，保育者は絶えず練
習を積む必要があり，それを経て初めて，子どもとと
もに音楽を楽しむことができると考える．学生が継続
的にピアノ演奏力の向上に取り組むことを今後の目標
とし，ピアノの練習に対する意欲を高める指導法につ
いても検討していきたい．

５. 注
注１) 本論では，「対象となる子どもたちに音楽教育を施すこと

ができる一定の力のことで，具体的にはピアノの弾き歌
い，楽器演奏等を行うことができる力」と想定している．

注２) 「音楽理論」は音楽の基礎的な知識を身に付け，読譜力を
高めるものである．「ソルフェージュ」は譜を読み，読み
取ったものをリズムや音程に合わせて表現するものであ
り，「合奏」は，楽器でメロディーを表現する楽しさを味
わうとともに，譜を読みリズムやハーモニーに合わせて
表現する力を高め，ピアノ演奏力の向上に寄与すると考
えられる．

注３) インターネットで情報公開されている大学の情報を元に
作成した．なお，直近にカリキュラムを変更している大
学については，旧カリキュラムとの対応を検討するなど
可能な限りシラバスを参照した．
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